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一

は
じ
め
に

　
『
竹
取
物
語
』
の
絵
巻
・
奈
良
絵
本
は
、
国
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

伝
本
も
含
め
る
と
「
五
十
余
点（
１
）」
あ
る
と
い
う
。
本
来
は
、
そ
れ
ら
を

網
羅
的
に
調
査
し
た
上
で
立
論
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
絵
巻
・
奈
良
絵

本
は
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
披
見
を
重
ね
る
と
傷
み
や

す
く
、
閲
覧
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
鳥
の
子
や
楮
紙
に

書
写
さ
れ
た
所
謂
写
本
と
は
、
研
究
環
境
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
汗
顔
の
至
り
で
は
あ
る
が
、
影
印
本
や
カ
ラ
ー
版
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
伝
本
と
所
蔵
機
関
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
伝
本
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
及
び
、

研
究
書
や
論
文
等
で
絵
の
構
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
伝
本
を
加
え
て
、

こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
二
十
七
本
に
つ
い
て
大
ま
か
な
分
類
を
し
、

検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　

具
体
的
に
は
、
奈
良
絵
本
の
「
Ⅴ
期　

元
禄
頃
（
終
息
期
）
一
六
八

五
〜
一
七
一
五
年
頃（

２
）」

に
刊
行
さ
れ
た
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
絵
入

版
本
の
第
一
図
が
、
先
行
す
る
絵
巻
や
奈
良
絵
本
の
構
図
の
ど
の
よ
う

な
流
れ
の
中
で
成
立
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

　

本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、
整
版
本
の
挿
絵
に
関
す
る
基
本
的
書
誌
に

誤
解
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
れ
を
確
認
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、『
竹

取
物
語
』
版
本
の
挿
絵
は
、最
初
の
整
版
本
で
あ
る
「
正
保
三
年
版
本
」

（
一
六
四
六
、「
林
甚
右
衛
門
尉
」
版
）
か
ら
存
在
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

挿
絵
が
何
時
挿
入
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
夙
に
中
田
剛
直（
３
）氏
が
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　

�

つ
づ
い
て
形
の
大
き
さ
も
体
裁
も
全
く
こ
れ
と
同
じ
く
し
て
、
下

巻
の
「
寛
文
三
稔
云
々
」
の
刊
記
の
み
を
削
り
、

　
　
　
　

元
禄
五
年
壬
申
霜
月

　
　
　
　
　

花
洛
二
条
烏
丸

　
　
　
　
　
　

長
尾
平
兵
衛
新
刊

　
　

�

な
る
新
た
な
刊
記
を
入
れ
、
一
方
上
、
下
巻
に
各
三
枚
の
絵
を
挿

入
し
て
同
一
出
版
元
で
出
し
て
ゐ
る
。
た
だ
し
題
簽
の
み
は
「
絵入



二

竹
と
り
物
語
上
（
下
）
」
と
か
へ
、
表
紙
中
央
上
に
お
し
て
あ
る
。

（
二
五
八
頁
、
一
九
六
五
年
）

　

ま
た
、
片
桐
洋
一（
４
）氏

は
版
本
文
庫
『
竹
取
翁
物
語
』
の
解
説
で
、
元

禄
五
年
版
本
の
第
三
・
四
図
の
見
開
き
写
真
を
正
保
三
年
版
本
の
当
該

頁
と
比
較
し
て
掲
げ
た
上
で
、「
元
禄
五
年
絵
入
整
版
本
」
の
絵
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　

�

…
…
上
巻
第
二
丁
の
後
、
第
八
丁
の
後
、
第
一
五
丁
の
後
、
下
巻

第
二
丁
の
後
、
第
七
丁
の
後
、
第
一
三
丁
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
表
裏

二
面
ず
つ
の
挿
絵
、
計
十
二
景
を
入
れ
る
。
た
だ
し
、
既
に
行
な

わ
れ
て
い
た
版
本
の
間
に
挿
入
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
柱
も
、「
た

け
上　

○
八
」
の
後
「
上
八
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
た
け
上　

○

九
」
と
続
く
と
い
う
よ
う
に
、
上
巻
の
二
・
八
・
一
五
丁
、
下
巻

の
二
・
七
・
一
三
丁
が
そ
れ
ぞ
れ
二
枚
ず
つ
あ
る
と
い
う
形
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
二
四
頁
、
一
九
七
四
年
）

　

こ
の
こ
と
は
近
年
で
も
、
磯
部
祥
子（
５
）氏

が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
る
。

　
　

�

ま
た
、
絵
入
り
の
刊
本
と
し
て
は
元
禄
５
年
（1692

）
版
（
上
下

２
冊
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
先
行
す
る
正
保
３
年
（1646

）
版
、
寛

文
３
年
（1663

）
版
に
挿
絵
を
表
裏
に
刷
り
全
12
図
を
加
え
た
も

の
で
、
そ
の
後
刷
に
茨
木
（「
城
」
の
誤
植
＝
曽
根
注
）
多
左
衛

門
版
（
刊
年
未
詳
）
な
ど
が
存
す
る
。
絵
入
り
の
刊
本
と
し
て
は

こ
の
元
禄
５
年
版
系
統
以
外
の
も
の
は
見
え
な
い
。
そ
の
挿
絵
は

広
く
享
受
さ
れ
た
よ
う
で
、
上
冊
の
挿
絵
の
順
に
は
錯
簡
が
あ
る

も
の
の
、
そ
の
順
や
構
図
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
奈
良
絵
本
も
知

ら
れ
て
い
る
（
中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
集
１
竹
取
物
語
』
解
題
）。

（
一
〇
頁
、
二
〇
〇
二
年
）

　

こ
う
し
た
中
田
・
片
桐
・
磯
部
の
三
氏
の
指
摘
は
、
架
蔵
版
本
で
確

認
し
て
も
齟
齬
は
な
く
、
整
版
本
の
『
竹
取
物
語
』
に
挿
絵
が
挿
入
さ

れ
た
の
は
、
元
禄
五
年
版
本
が
嚆
矢
で
あ
る
事
実
は
動
か
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
最
初
の
整
版
本
で
あ
る
「
正
保
三
年
版
本
」
の
時
点
で
既

に
存
在
し
た
と
い
う
誤
認
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
淵
源
は
、
徳

田
進（

６
）氏
の
次
の
論
述
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

�

以
上
に
拠
っ
て
み
る
と
、
九
大
蔵
竹
取
物
語
絵
巻
は
近
世
中
期
以

後
と
の
所
記
（
既
述
上
編
六
─
㈣
）
よ
り
も
遡
っ
て
、
近
世
上
期

の
、
そ
れ
も
正
保
前
の
初
期
に
近
い
こ
ろ
の
作
品
で
あ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
絵
巻
の
天
地
の
虫
害
の
跡
の
多
い
こ
と
と
筆
つ

き
と
は
こ
れ
を
記
す
る
。
尤
も
逆
に
正
保
二
（「
三
」
の
誤
植
＝

曽
根
注
）
年
版
か
寛
文
版
か
の
通
行
本
挿
絵
入
り
竹
取
物
語
か
ら

着
想
執
筆
し
た
と
の
考
え
方
も
で
き
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
通
行
本

の
挿
絵
を
全
部
収
め
た
で
あ
ろ
う
に
か
ぐ
や
姫
月
を
見
て
泣
く
の



三

元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』
第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む

絵
が
無
い
の
は
、
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
正
保

版
は
九
大
蔵
竹
取
物
語
よ
り
後
に
補
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
別
の
拠
本
、
例
え
ば
奈
良
絵
本
か
ら
得
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
か
り
に
九
大
蔵
竹
取
物
語
絵
巻
も
通
行
本
挿
絵
入
り
竹
取

物
語
も
同
一
祖
本
、
例
え
ば
同
似
の
奈
良
絵
本
か
絵
巻
か
ら
生
ま

れ
た
と
し
て
も
、
両
本
の
う
ち
何
れ
が
先
か
に
な
る
と
、
即
断
は

危
険
だ
が
、
や
は
り
右
の
よ
う
に
先
後
が
つ
け
ら
れ
よ
う
。（
九

六
〜
九
七
頁
、
一
九
七
八
年
）

　

九
州
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
の
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
の
絵
（
六
図
）

を
整
版
本
の
挿
絵
（
十
二
図
）
と
比
較
す
る
と
、
第
一
図
（
版
本
第
一

図
）
と
第
六
図
（
版
本
十
二
図
）
は
一
致
し
、第
二
図
（
版
本
第
六
図
）

と
第
三
図
（
版
本
第
七
図
）
は
人
物
の
有
無
や
位
置
に
小
異
が
あ
り
、

第
五
図
（
版
本
第
四
図
）
は
同
一
場
面
な
が
ら
構
図
が
異
な
っ
て
い
て
、

第
四
図
は
版
本
に
は
見
え
な
い（
７
）。

す
な
わ
ち
、
四
図
の
構
図
が
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
徳
田
氏
は
、
両
本
に
共
通
す
る
絵
の

祖
本
の
存
在
を
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
先
後
関
係
を
九
州
大
学
蔵
絵
巻

が
先
行
し
、
版
本
は
後
日
こ
れ
に
絵
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
絵
は
最
初
の
整
版
本
で
あ
る
正
保
三
年
版
本
の
時
点
で
既

に
挿
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
九
州
大
学
蔵
絵
巻
の
成
立
は
、

近
世
中
期
で
は
な
く「
正
保
前
の
初
期
に
近
い
こ
ろ
の
作
品
で
あ
っ
た
」

と
判
断
さ
れ
た
。
だ
が
、
既
に
確
認
し
た
如
く
、
整
版
本
の
挿
絵
は
元

禄
五
年
版
本
か
ら
挿
入
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
誤
認
を
根
拠
と
し

て
九
州
大
学
蔵
絵
巻
の
成
立
を
近
世
初
期
末
に
遡
及
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
や
は
り
近
世
中
期
写
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
徳
田
氏
の
右
の
誤
認
は
是
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
最
近
も
継

承
さ
れ
て
い
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
渡
辺
雅
子（

８
）氏

は
、
整
版
本
の
最

初
か
ら
絵
が
入
っ
て
い
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　

�

絵
入
り
版
本
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
を
皮
切
り
に
、
寛

文
三
年
（
一
六
六
三
）、元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）、天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
と
再
版
さ
れ
て
い
る
。（
一
四
三
頁
、
二
〇
〇
八
年
）

　

ま
た
、
宮
腰
直
人（
９
）氏

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　

�

一
方
、
簡
潔
な
絵
入
写
本
の
『
竹
取
物
語
』
も
制
作
さ
れ
続
け
て

い
た
。
藤
井
隆
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、絵
入
写
本
の
『
竹
取
物
語
』

の
制
作
は
、
お
よ
そ
享
保
頃
ま
で
続
く
と
察
せ
ら
れ
る
。
近
世
初

期
出
版
文
化
に
お
い
て
『
竹
取
物
語
』
も
古
活
字
版
が
刊
行
さ
れ
、

正
保
三
年
に
は
絵
入
版
本
が
刊
行
さ
れ
る
。
以
降
、
続
々
と
『
竹

取
物
語
』
の
絵
入
版
本
が
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
傍
ら
で
絵
入
写
本
も
制
作
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
息
の
長
さ
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
絵
と
と
も
に
物
語



四

が
読
み
継
が
れ
て
ゆ
く
『
竹
取
物
語
』
の
享
受
を
、
写
本
と
版
本
、

双
方
へ
の
複
眼
的
な
視
座
で
捉
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。（
一
二
六
頁
、
二
〇
一
〇
年
）

　
『
竹
取
物
語
』
の
享
受
を
、
写
本
・
版
本
の
絵
も
取
り
込
み
な
が
ら
、

複
眼
的
な
視
座
か
ら
捉
え
直
し
て
行
こ
う
と
す
る
視
点
は
、
基
本
的
に

正
し
い
し
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
整
版
本
に
挿
絵
が
挿
入
さ

れ
た
の
は
、「
最
盛
期
」（
Ⅳ
期
、
寛
文
頃
）
よ
り
以
前
の
「
生
産
期
」

（
Ⅲ
期
、
寛
永
頃
一
六
二
五
〜
一
六
五
五
年
頃
）
に
該
当
す
る
正
保
三

年
版
本
な
の
で
は
な
く
、
奈
良
絵
本
の
「
終
息
期
」
に
あ
た
る
元
禄
五

年
版
本
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
四
十
六
年
と
い
う
半
世
紀
に
近
い

時
間
的
誤
認
が
あ
る
以
上
、
版
本
挿
絵
の
影
響
は
限
定
的
な
も
の
に
留

ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、宮
腰
氏
が
引
用
さ
れ
て
い
る
『
枯
杭
集
』（
寛

文
八
年
一
六
六
八
刊
）「
第
五
十
四
梯
」
の
条
の
「
大
き
な
る
の
ぼ
り

は
し
を
さ
ゝ
せ
て
、
み
づ
か
ら
取
に
の
ぼ
り
給
へ
る
に
、
ふ
み
は
づ
し

て
落
給
ひ
、
こ
し
を
う
ち
折
、
か
い
な
を
そ
ん
じ
て
な
や
み
給
ひ
け
る
」

と
い
う
叙
述
は
、『
竹
取
物
語
』
の
原
文
に
則
し
て
お
ら
ず
、
異
時
同

図
法
で
描
か
れ
た
麻
呂
足
の
転
落
場
面
の
絵
を
短
絡
的
に
理
解
し
た
結

果
と
し
て
の
誤
読
な
の
だ
が
、
筆
者
が
参
考
に
し
た
絵
は
版
本
の
そ
れ

で
は
あ
り
得
ず
、
奈
良
絵
本
か
絵
巻
の
絵
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
針
本
正
行（
10
）氏

は
、
座
談
会
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

　
　

�

針
本
▼
正
保
版
本
の
基
に
し
た
昇
天
の
場
面
は
来
迎
、
つ
ま
り
天

人
が
降
り
て
き
て
い
る
図
で
す
ね
。
國
學
院
本
も
武
田
本
も
、
そ

れ
か
ら
ハ
イ
ド
旧
蔵
本
も
、
天
人
が
右
上
方
か
ら
降
り
て
来
て
い

て
、
ま
る
で
阿
弥
陀
来
迎
図
の
よ
う
な
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
正
保
版
本
の
も
の
は
冊
子
の
横
形
に
引
い
て
広
げ
た
と
こ

ろ
で
真
ん
中
に
武
士
た
ち
が
か
ぐ
や
姫
を
守
る
形
で
、
左
の
奥
の

と
こ
ろ
に
か
ぐ
や
姫
と
翁
と
媼
が
い
る
と
い
う
図
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
同
じ
図
は
元
禄
期
に
成
立
し
た
小
型
本

の
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
に
は
な
く
て
、
か
ぐ
や
姫
は
車
に
乗
ら
ず

に
雲
の
上
に
立
っ
て
い
る
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
一
二
頁
、
二

〇
一
〇
年
）

　

針
本
氏
の
発
言
と
同
じ
頁
の
上
段
に
、
元
禄
五
年
絵
入
版
本
の
第
十

図
と
第
十
二
図
が
掲
げ
て
あ
り
、「
正
保
版
本
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
針
本
氏
の
発
言
も
、
版
本
の
挿
絵
は
整
版
本
の

嚆
矢
で
あ
る
正
保
三
年
版
本
の
時
点
で
既
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
と
誤
認

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

瑣
末
な
こ
と
を
縷
々
述
べ
て
き
た
が
、
誤
認
に
基
づ
く
立
論
は
基
盤

が
崩
壊
し
か
ね
ず
、
原
本
に
当
た
っ
て
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
の
重
要
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元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』
第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む

性
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

二

　

元
禄
五
年
絵
入
版
本
の
挿
絵
第
一
図
は
、「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
の

場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
左
図
参
照
、
架
蔵
本
）。
管
見
に
入
っ

た
他
の
二
十
四
伝
本
の
第
一
図
も
こ
れ
に
同
じ
い
が
、
異
な
る
構
図
も

若
干
あ
る
の
で
、
先
ず
異
な
る
三
伝
本
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
絵
巻（
11
）は
、
折
烏
帽
子
姿
で
髭
面
の
竹
取
の
翁
が
右

を
向
い
て
か
ぐ
や
姫
を
両
掌
に
乗
せ
見
詰
め
る
、
発
見
直
後
の
様
子
を

描
い
て
お
り
、
吉
田
幸
一
氏
蔵
絵
巻（
12
）は

、
腰
に
鎌
を
差
し
た
翁
が
か
ぐ

や
姫
を
両
掌
に
乗
せ
て
茅
屋
に
連
れ
帰
り
、
媼
が
両
手
を
前
に
差
し
出

し
て
驚
き
と
と
も
に
受
け
取
ろ
う
と
す
る
帰
宅
時
の
様
子
を
描
い
て
い

る
。
ま
た
、
井
田
等
氏
蔵
奈
良
絵
本（

13
）は

、
竹
林
に
立
つ
侍
烏
帽
子
の
翁

と
離
れ
て
奥
に
座
る
か
ぐ
や
姫
を
や
や
簡
略
に
描
き
、
右
下
に
茅
屋
を

配
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
ぐ
や
姫
の
発
見
時
か
茅
屋
に
連
れ
帰
る

構
図
の
い
ず
れ
か
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
元
禄
五
年
版
本
の
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
の
構
図
を
試
読
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

中
央
に
描
か
れ
る
邸
宅
は
、
か
ぐ
や
姫
養
育
開
始
後
三
か
月
で
「
勢

ひ
猛
の
者
」
に
な
っ
た
翁
が
、
そ
の
財
に
任
せ
て
新
築
し
た
上
流
貴
族

の
邸
宅
に
準
ず
る
豪
邸
な
の
か
と
い
え
ば
、
第
二
図
「
か
ぐ
や
姫
に
対

す
る
求
婚
」
以
下
の
翁
邸
と
比
較
す
る
と
格
子
も
御
簾
も
描
か
れ
て
お

ら
ず
、
見
劣
り
す
る
感
は
否
め
な
い
。
第
三
図
の
阿
倍
御
主
人
が
王
慶

と
対
面
し
、
右
隅
に
海
岸
と
舟
が
併
せ
て
描
か
れ
る
場
面
の
邸
宅
と
同

一
で
あ
る
。
磯
部
祥
子（
14
）氏

が
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
イ
蔵
Ｊ
一
〇
〇
一
本
（
奈
良
絵
本
、
寛
文
延
宝
頃
か
）
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
、「
竹
取
翁
の
屋
敷
の
図
様
」
は
多
く
の
場
合
二
段
階
の
変
化

を
取
る
の
に
、「
全
段
の
中
で
３
段
階
に
変
化
し
て
い
る
」（
三
五
頁
）、

す
な
わ
ち
、
賤
家
（
第
一
図
）
か
ら
草
庵
風
の
屋
敷
（
第
二
図
）、
寝

殿
造
風
の
邸
宅
（
第
十
六
図
）
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
参
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考
に
す
れ
ば
、
こ
れ
は
第
二
段
階
の
邸
宅
に
相
当
し
よ
う
。
ま
た
、
東

側
の
庭
に
は
、
竹
と
遣
り
水
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

室
内
の
廂
に
、
小
さ
く
描
か
れ
た
袿
姿
の
か
ぐ
や
姫
が
座
り
、
右
に

禿
髪
で
直
垂
姿
の
竹
取
の
翁
（
以
下
、
服
装
は
同
一
）、
左
に
髪
が
伸

び
き
ら
ず
長
さ
の
足
り
な
い
褶
姿
の
嫗
（
第
二
図
以
下
は
袿
姿
）
が
座

っ
て
い
る
。
二
人
の
服
装
は
庶
民
の
そ
れ
で
あ
る
。
か
ぐ
や
姫
の
右
手

は
、
嫗
に
向
か
っ
て
差
し
出
さ
れ
、
嫗
と
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
二
人
を
、
翁
が
相
好
を
崩
し
て
聞
き
入
っ
て
い
る
和
や
か
な
団
欒

の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
こ
の
児
、
養
ふ
ほ
ど
に
、
す

く
す
く
と
大
き
に
な
り
ま
さ
る
」
様
子
と
と
も
に
、「
こ
の
児
の
容
貌

の
け
う
ら
な
る
こ
と
、
世
に
な
く
、
家
の
内
は
、
暗
き
所
な
く
、
光
り

満
ち
た
り
。
翁
、
心
地
あ
し
く
苦
し
き
時
も
、
こ
の
子
を
見
れ
ば
、
苦

し
き
こ
と
も
や
み
ぬ
。
腹
立
た
し
き
こ
と
も
な
ぐ
さ
み
に
け
り
」
と
い

う
状
態
も
実
現
さ
れ
た
様
子
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

翁
夫
婦
は
、「
翁
」「
嫗
」
と
称
さ
れ
る
に
相
応
し
い
四
十
歳
を
超
え

た
老
人
と
し
て
、
額
と
頬
に
皺
を
刻
ん
で
お
り
、
髪
の
毛
は
白
髪
交
じ

り
に
描
か
れ
て
い
る
。
翁
は
頭
髪
が
後
退
し
て
お
り
、
口
髭
と
顎
髭
を

伸
ば
し
て
い
る
。
か
ぐ
や
姫
は
、
翁
夫
婦
に
比
し
て
小
さ
く
描
か
れ
て

お
り
、
三
か
月
で
成
人
す
る
に
至
る
過
程
の
あ
る
時
点
の
姿
を
、
翁
夫

婦
と
の
仲
睦
ま
じ
い
交
流
を
通
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
左
下
に
立
木
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
茅
屋
の
屋
根
は
、
翁

が
か
ぐ
や
姫
を
竹
中
に
見
出
す
前
後
の
時
期
の
住
居
を
描
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
姫
の
養
育
開
始
後
に
、
竹
中
か
ら
得
た
「
こ
が
ね
」
を
も
っ

て
新
装
な
っ
た
第
二
段
階
の
邸
宅
の
南
庭
に
、
旧
宅
を
そ
の
ま
ま
残
し

た
と
は
考
え
難
い
の
で
、
一
図
に
二
つ
の
異
な
る
時
間
を
描
く
「
異
時

同
図
法
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
絵
巻
の
時
間
は
、

巻
き
取
り
な
が
ら
読
み
進
め
る
鑑
賞
の
物
理
的
制
約
上
、
右
か
ら
左
へ

と
時
間
が
展
開
し
て
行
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
面
の

狭
い
空
間
内
で
完
結
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
冊
子
本
の
挿
絵
で
あ
る

本
図
の
場
合
、
左
下
隅
に
描
い
て
読
者
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

以
上
の
元
禄
版
本
第
一
図
の
読
み
取
り
に
基
づ
い
て
、
描
か
れ
る
人

物
・
か
ぐ
や
姫
の
描
写
・
翁
家
の
様
子
・
異
時
同
図
法
の
有
無
・
特
徴

の
五
項
目
に
つ
い
て
、
管
見
に
入
っ
た
二
四
伝
本（
15
）を

元
禄
五
年
版
本
と

と
も
に
一
覧
表
に
ま
と
め
る
と
、
次
頁
の
通
り
で
あ
る
。

　

次
頁
の
表
に
従
っ
て
、
各
項
目
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
が
、
九
曜
文

庫
乙
本
の
挿
絵
は
元
禄
五
年
版
本
の
転
写
な
の
で（
16
）、

検
討
の
対
象
か
ら

除
外
す
る
。
そ
れ
故
、
検
討
対
象
の
実
伝
本
数
は
二
十
三
本
と
な
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
く
。
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元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』
第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む

伝
本

人
物

姫
描
写

翁
家

異
時
同
図
法

特
徴

元
禄
五
年
版
本

姫
翁
嫗

座

家
屋
／

茅
屋

○�

左
下
に
茅
屋

九
州
大
学
本
絵
巻
と
同

一
の
構
図

逸
翁
美
術
館
本

絵
巻

姫
翁
嫗

子
供
三
人
　

箱

家
屋
／

茅
屋

○�

左
下
に
茅
屋

姫
左
手
を
、
簀
子
右
側

の
子
供
二
人
の
方
に
差

し
出
す

九
州
大
本
絵
巻

姫
翁
嫗

座

家
屋
／

茅
屋

○�

左
下
に
茅
屋

元
禄
版
本
と
同
一
の
構

図

九
曜
文
庫
本
絵

巻

姫
翁
嫗

子
供
五
人
　

箱

茅
屋

×

姫
庭
を
向
き
、
門
を
入

る
子
供
二
人
、
続
く
二

人
、
橋
に
一
人
。
屏
風

国
学
院
大
学

武
田
本
絵
巻

姫
翁
嫗

　

箱

家
屋

×

頭
巾
を
被
る
翁
。
翁
嫗

の
服
装
、
豪
族
化
後
と

同
じ
。
屏
風

国
学
院
大
学

ハ
イ
ド
本
絵
巻

姫
翁
嫗

子
供
六
人
　

箱

家
屋

×

簀
子
に
子
供
五
人
、
門

に
一
人
。
姫
簀
子
の
子

と
語
る
か
。
屏
風

国
会
図
書
館
本

絵
巻

姫
翁
嫗

　
　

籠

茅
屋

×

翁
嫗
の
服
装
、
豪
族
化

後
と
同
じ

諏
訪
市
博
物
館

本
絵
巻

姫
翁
嫗

子
供
三
人
　

箱

家
屋
／

茅
屋

○�

左
下
に
茅
屋

姫
左
手
を
、
簀
子
右
側

の
子
供
二
人
の
方
に
差

し
出
す

Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
絵
巻

Ｊ
一
一
二
五
本

姫
翁
嫗

　

箱

家
屋

○�

姫
を
連
れ
帰

る
翁
／
姫
の

養
育

翁
狩
衣
・
嫗
袿
の
服
装
、

豪
族
化
後
と
同
じ
。
屏

風
、
刀

Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
絵
巻

Ｊ
一
一
八
八
本

姫
翁
嫗

子
供
四
人
　

箱

茅
屋

×

姫
廂
か
ら
、庭
・
門
下
・

橋
上
・
続
く
四
人
の
子

供
を
見
遣
る

東
京
大
本
絵
巻

姫
翁
嫗
、

子
供
二
人

侍
女
一
人
　
　

籠

家
屋

×

姫
は
嫗
を
見
、
翁
は
庭

に
立
っ
て
侍
女
と
語
る

立
教
大
本
絵
巻

姫
翁
嫗

子
供
三
人
　

箱

茅
屋

×

姫
廂
か
ら
、
門
下
・
橋

上
・
続
く
三
人
の
子
供

を
見
遣
る

臼
杵
市
図
書
本

姫
翁
嫗

座

家
屋

×

翁
、
侍
烏
帽
子
に
刀

伝
本

人
物

姫
描
写

翁
家

異
時
同
図
法

特
徴

九
州
大
支
子
本

姫
翁
嫗

　
　

籠

茅
屋

×

頭
巾
を
被
る
翁
は
、
庭

に
立
つ
。
龍
谷
大
学
乙

本
に
類
似

神
宮
文
庫
本

姫
翁
嫗
、

侍
女
一
人

従
者
二
人
　

箱

豪
邸

×

姫
簀
子
に
座
る
侍
女
を

見
る
。
従
者
は
刀
を
差

す

九
曜
文
庫
甲
本

姫
翁
嫗

座

家
屋

×

翁
嫗
の
服
装
、
豪
族
化

後
と
同
じ
。
屏
風

九
曜
文
庫
乙
本

姫
翁
嫗

座

家
屋
／

茅
屋

○�

左
下
に
茅
屋

元
禄
版
本
の
挿
絵
の
転

写
本

中
京
大
本

姫
翁
嫗

子
供
三
人
　

箱

家
屋

／
茅
屋

○�

右
下
に
茅
屋

簀
子
・
踏
み
石
・
門
に

子
供
各
一
人

東
北
大
狩
野
文

庫
本

姫
翁
嫗

座

家
屋

×

翁
左
嫗
右
。
踏
み
石
が

俵
様
。
軒
先
に
竹
を
立

て
掛
け
る
。
塀

フ
ェ
リ
ス
女
学

院
大
本

姫
翁
嫗

子
供
三
人
　
　

籠

家
屋

○�

竹
林
の
翁
／

姫
の
養
育

翁
左
嫗
右
。
翁
狩
衣
・

嫗
袿
の
服
装
、
豪
族
化

後
と
同
じ

宮
本
長
興
氏
本

姫
翁
嫗

子
供
四
人

座

家
屋

×

廂
に
子
供
一
人
、
簀
子

に
三
人

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
本

姫
翁
嫗

子
供
二
人
　
　

籠

茅
屋

×

翁
嫗
は
頭
巾
を
被
る
。

子
供
二
人
は
犬
を
見
遣

る

龍
谷
大
甲
本

姫
嫗

座

豪
邸

×

横
長
本
、
絵
が
簡
略

龍
谷
大
乙
本

姫
翁
嫗

　

箱

茅
屋

×

翁
嫗
は
頭
巾
を
被
る
。

翁
庭
に
立
つ
。
九
州
大

学
支
子
文
庫
本
に
類
似

小
学
館
蔵
画
帖

姫
翁
嫗

　
　

籠

茅
屋

×

簀
子
に
鎌

＊
Ｃ
Ｂ
Ｌ
…
…
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
の
略
称
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先
ず
、
描
か
れ
た
【
人
物
】
を
検
討
す
る
と
、「
姫
翁
嫗
」
の
三
人

だ
け
を
描
く
構
図
十
一
伝
本
（
姫
嫗
だ
け
で
翁
を
欠
く
龍
谷
大
学
甲
本

も
変
種
と
し
て
含
め
た
）、
そ
の
三
人
に
子
供
が
加
わ
る
構
図
十
伝
本
、

更
に
侍
女
や
従
者
が
加
わ
る
構
図
二
伝
本
、
の
三
種
類
に
大
別
で
き
る
。

こ
れ
を
絵
巻
と
奈
良
絵
本
で
再
分
類
し
て
み
て
も
、絵
巻
は
「
姫
翁
嫗
」

五
伝
本
（
小
学
館
蔵
画
帖
を
含
む
。
以
下
同
じ
）、「
姫
翁
嫗
／
子
供
」

六
伝
本
、「
姫
翁
嫗
／
子
供
／
侍
女
」
一
伝
本
と
な
り
、奈
良
絵
本
は
「
姫

翁
嫗
」
六
伝
本
、「
姫
翁
嫗
／
子
供
」
四
伝
本
、「
姫
翁
嫗
／
侍
女
・
家

人
」
一
伝
本
と
な
り
、
い
ず
れ
も
「
姫
翁
嫗
」
と
「
姫
翁
嫗
／
子
供
」

の
構
図
に
有
意
差
は
な
く
、
描
か
れ
る
人
物
と
し
て
は
こ
の
二
つ
が
代

表
的
な
構
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

か
ぐ
や
姫
と
翁
夫
婦
の
座
る
位
置
は
、
子
供
が
描
か
れ
る
か
否
か
に

関
係
な
く
、
姫
を
中
心
に
し
て
右
に
翁
、
左
に
嫗
と
い
う
構
図
が
一
般

的
で
あ
る
。
翁
が
庭
に
立
つ
東
京
大
学
本
・
九
州
大
学
支
子
文
庫
本
・

龍
谷
大
学
乙
本
で
も
、
図
の
右
側
に
描
か
れ
て
左
に
移
動
乃
至
左
側
に

い
る
人
物
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
既
述
し
た
吉
田

幸
一
氏
蔵
絵
巻
で
も
、
姫
を
連
れ
帰
っ
た
翁
は
右
か
ら
左
に
移
動
し
て
、

左
端
に
描
か
れ
る
家
の
中
の
嫗
に
渡
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
絵
巻

の
時
間
は
右
か
ら
左
へ
流
れ
て
行
く
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
お
り
、
国

学
院
大
学
ハ
イ
ド
本
・
中
京
大
学
本
で
は
翁
家
の
門
が
右
端
に
描
か
れ

て
い
る
し
、
描
か
れ
な
い
場
合
で
も
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
翁
夫
婦
の
座
る
位
置
が
逆
転
し
て
い
る
伝
本
と
し
て
、

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
本
と
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
が
あ
る
。
前
者
は

後
述
す
る
如
く
、
中
央
に
描
か
れ
た
す
や
り
霞
で
、
上
部
の
竹
林
で
働

く
か
ぐ
や
姫
発
見
以
前
の
竹
取
の
翁
と
、
下
部
の
姫
を
連
れ
帰
っ
て
廂

の
籠
に
入
れ
見
守
る
場
面
と
の
転
換
を
図
っ
た
異
時
同
図
法
を
用
い
た

描
写
で
あ
る
。
翁
は
上
部
で
、
竹
林
を
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
移
動
し

て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
で
下
部
の
翁
家
で
の
養
育
の
場
面
へ
と
展
開

す
る
時
、
翁
の
移
動
と
し
て
最
も
自
然
な
の
は
左
端
か
ら
右
へ
と
戻
っ

て
く
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
左
端
に
描
か
れ
る
構
図
が
取
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
狩
野
文
庫
本
に
、
そ
の
よ
う
な
必
然
性
は
読
み

取
れ
ず
、
翁
が
左
側
に
描
か
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

さ
て
、
侍
女
が
描
か
れ
る
構
図
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
東
京
大

学
本
の
庭
に
立
つ
翁
と
語
り
合
う
簀
子
に
座
る
侍
女
は
、
翁
家
が
第
二

図
以
降
の
桧
皮
葺
き
と
は
異
な
り
草
葺
き
で
、
翁
が
豪
族
化
す
る
以
前

の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
と
、
侍
女
と
い
う
よ
り
乳
母

と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
簀
子
に
座
る
二
人
の
子
供
の
視

線
が
、
そ
の
女
性
に
注
が
れ
て
い
る
理
由
も
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る

こ
と
で
納
得
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
子
供
達
は



九

元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』
第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む

姫
の
乳
母
子
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
侍
女
の
描
か
れ
る
残
る

一
伝
本
の
神
宮
文
庫
本
で
は
、
廂
で
箱
に
入
る
か
ぐ
や
姫
の
視
線
が
簀

子
の
左
端
（
図
の
左
下
端
）
に
座
る
侍
女
に
注
が
れ
、
廂
に
座
る
翁
の

右
側
の
簀
子
（
図
の
右
端
）
に
は
、
刀
を
差
し
た
従
者
二
人
が
描
か
れ

て
い
る
。
翁
家
が
第
一
図
か
ら
富
豪
の
長
者
の
豪
邸
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
以
上
、
こ
の
侍
女
は
大
勢
い
る
中
の
一
人
と
理
解
す
る
の
が
穏
当

で
あ
ろ
う
が
、
姫
の
視
線
を
重
く
受
け
止
め
れ
ば
、
東
京
大
学
本
と
同

じ
く
乳
母
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
図
で
侍
女
を
描
く

構
図
の
意
図
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

子
供
が
描
か
れ
る
構
図
に
お
い
て
は
、
廂
に
座
る
か
ぐ
や
姫
の
視
線

は
、
子
供
の
い
る
方
向
に
差
し
向
け
ら
れ
る
場
合
と
子
供
を
見
な
い
場

合
の
両
様
が
あ
る
。
絵
巻
の
場
合
は
、
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物

館
本
で
は
、
姫
の
左
手
が
右
に
差
し
出
さ
れ
て
視
線
は
簀
子
の
右
側
に

立
つ
二
人
の
子
供
に
向
け
ら
れ
、
国
学
院
大
学
ハ
イ
ド
本
で
も
、
簀
子

に
座
る
右
側
か
ら
二
人
目
の
子
供
と
視
線
を
合
わ
せ
、
会
話
を
交
わ
し

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
九
曜
文
庫
本
で
は
、
翁
の

茅
屋
の
門
を
く
ぐ
る
二
人
の
子
供
、
そ
れ
に
続
く
二
人
、
最
後
尾
の
橋

を
渡
る
一
人
が
右
か
ら
左
に
移
動
す
る
形
で
描
か
れ
、
室
内
の
姫
の
視

線
は
南
を
向
く
家
と
連
動
し
て
門
を
く
ぐ
る
先
頭
の
二
人
に
注
が
れ
て

い
る
（
三
人
目
以
降
の
子
供
は
死
角
に
入
っ
て
、
姫
に
は
見
え
な
い
）。

立
教
大
学
本
で
も
、
翁
家
の
門
で
振
り
返
る
一
人
、
橋
を
渡
る
一
人
、

そ
れ
に
続
い
て
右
手
を
顔
の
前
に
掲
げ
遠
く
を
見
遣
る
一
人
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
右
を
向
く
茅
屋
の
廂
の
姫
は
、
三
人
の
子
供
を
見
遣
る
構

図
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
構
図
の
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
Ｊ
一
一
八
八
本
は
、

立
教
大
学
本
に
庭
で
右
手
を
前
に
差
し
出
し
て
走
り
寄
る
一
人
を
加
え

て
四
人
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
東
京
大
学
本
で
は
、
廂
の
姫
の
視
線
は

嫗
に
向
け
ら
れ
、
簀
子
に
座
る
二
人
の
子
供
の
そ
れ
は
右
端
の
侍
女
に

向
け
ら
れ
て
い
て
、
唯
一
重
な
っ
て
い
な
い
。
理
由
は
前
述
し
た
通
り

で
あ
り
、
絵
巻
で
子
供
が
描
か
れ
る
場
合
、
か
ぐ
や
姫
の
視
線
は
子
供

の
方
に
向
け
ら
れ
る
構
図
と
な
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ

が
、
奈
良
絵
本
で
は
逆
の
結
果
に
な
る
。
か
ぐ
や
姫
が
子
供
の
方
に
視

線
を
向
け
る
の
は
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
本
の
右
に
座
る
三
人
の
子

供
に
向
け
て
い
る
事
例
だ
け
で
あ
り
、
中
京
大
学
本
で
は
、
姫
は
嫗
に

視
線
を
向
け
て
、
簀
子
や
踏
石
に
立
つ
子
供
を
見
て
い
な
い
。
宮
本
本

で
も
同
様
に
嫗
に
視
線
を
向
け
て
、
廂
の
一
人
簀
子
の
三
人
の
子
供
を

見
て
い
な
い
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
も
同
様
で
、
庭
に
立
つ
二
人
の
子

供
は
犬
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
い
る
。

　

か
ぐ
や
姫
が
子
供
の
方
に
視
線
を
向
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
絵
巻

は
向
け
、
奈
良
絵
本
は
向
け
な
い
構
図
が
原
則
に
な
る
と
い
う
差
異
が

読
み
取
れ
た
。
理
由
と
し
て
は
、
絵
巻
は
横
幅
が
広
く
余
裕
が
あ
る
こ



一
〇

と
と
関
連
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
奈
良
絵
本
で
視
線
を
向
け
な

い
理
由
は
、
横
幅
が
狭
い
こ
と
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

　

次
に
、
翁
家
に
引
き
取
ら
れ
た
後
の
か
ぐ
や
姫
の
【
姫
描
写
】
が
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　

七
頁
の
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
箱
に
入

る
型
十
一
伝
本
、
籠
に
入
る
型
六
伝
本
、
廂
に
座
る
型
六
伝
本
で
あ
る
。

絵
巻
と
奈
良
絵
本
に
分
け
て
再
分
類
す
る
と
、
絵
巻
で
は
、
箱
に
入
る

型
八
伝
本
、
籠
に
入
る
型
三
伝
本
、
廂
に
座
る
型
一
伝
本
と
な
り
、
奈

良
絵
本
で
は
、
箱
に
入
る
型
三
伝
本
、
籠
に
入
る
型
三
伝
本
、
廂
に
座

る
型
五
伝
本
と
な
る
。
絵
巻
で
は
箱
に
入
る
型
、
奈
良
絵
本
で
は
廂
に

座
る
型
が
一
般
的
な
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

箱
に
入
っ
た
か
ぐ
や
姫
が
多
く
描
か
れ
る
の
は
、「
い
と
を
さ
な
け

れ
は
、こ
に
入
て
や
し
な
ふ
」（
古
活
字
十
行
甲
本
）と
い
う
本
文
の「
籠
」

が
理
解
し
に
く
か
っ
た
の
と
、
直
前
の
接
続
助
詞
「
ば
」
に
引
か
れ
た

の
を
原
因
と
し
て
、「
箱
」
と
い
う
理
解
し
易
い
異
文
が
生
じ
、
古
活

字
十
行
乙
本
・
十
一
行
丙
本
・
同
丁
本
に
引
き
継
が
れ
、
最
初
の
整
版

本
で
あ
る
正
保
三
年
版
本
に
も
引
き
継
が
れ
た
こ
と
で
、
江
戸
期
の
流

布
本
文
は
「
箱
」
が
主
流
と
な
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
よ
う
。

　

加
え
て
、
絵
師
は
独
自
性
を
優
先
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
下
絵
に

依
拠
し
つ
つ
、
発
注
者
の
意
向
等
も
勘
案
し
て
絵
を
作
成
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
絵
に
特
別
な
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は
基
本
的
に

は
困
難
で
あ
ろ
う
。「
箱
」
の
構
図
が
描
か
れ
る
の
も
、
こ
う
し
た
事

情
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
、
例
外
が
な
い
訳
で
は

な
く
、
江
戸
初
期
の
元
和
寛
永
頃
に
作
成
さ
れ
た
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
Ｊ
一
一
二

五
本
に
つ
い
て
、「
悲
し
く
も
滑
稽
な
貴
公
子
た
ち
と
、
地
上
界
と
天

上
界
と
の
接
触
と
い
う
異
常
な
時
空
間
を
絵
画
化
す
る
こ
と
」（
一
五

四
頁
）
に
、
渡
辺
雅
子
氏（
17
）は
制
作
者
の
意
図
を
読
み
取
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
Ｊ
一
一
二
五
本
に
は
「
い
と
お
さ
な
け
れ
は
、
手
は
こ
に
入

て
や
し
な
ふ
」
と
あ
り
、「
箱
」
よ
り
意
改
さ
れ
た
下
位
の
本
文
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
古
活
字
十
一
行
乙
本
と
一
致
し
て
お
り
、
該
本

か
同
じ
本
文
を
持
つ
第
二
類
本
の
何
れ
か
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
元
来
の
本
文
で
あ
る
「
籠
」
に
入
る
型
の
構
図
が
絵
巻
・
奈

良
絵
本
と
も
に
各
三
伝
本
ず
つ
あ
る
こ
と
は
、
写
本
に
依
拠
し
た
可
能

性
も
あ
る
も
の
の
、
古
活
字
十
行
甲
本
が
そ
れ
な
り
に
享
受
さ
れ
た
こ

と
の
反
映
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
廂
に
座
る
型
は
、
連
れ
帰
っ
た
直
後
の
様
子
を
描
く
の
で
は

な
く
、
成
人
す
る
ま
で
三
か
月
を
要
し
た
過
程
の
あ
る
時
点
に
焦
点
を

当
て
た
、
と
い
う
設
定
で
の
構
図
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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元
禄
五
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絵
入
版
本
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取
物
語
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一
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「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む

　

次
に
、【
翁
家
】
の
描
写
に
つ
い
て
、
既
述
し
た
磯
部
祥
子
氏
の
指

摘
さ
れ
る
二
段
階
の
変
化
な
の
か
三
段
階
な
の
か
も
含
め
て
確
認
し
て

み
た
い
。
た
だ
、
こ
の
検
討
の
た
め
に
は
、
複
数
の
絵
の
確
認
が
必
要

と
な
る
の
で
、
七
頁
の
表
の
伝
本
の
全
て
に
つ
い
て
言
及
で
き
る
訳
で

は
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　

先
ず
、
翁
家
を
草
葺
き
の
茅
屋
・
板
葺
き
の
家
屋
・
豪
邸
の
三
種
類

に
分
け
て
分
類
す
る
と
、
茅
屋
八
伝
本
、
家
屋
十
三
伝
本
、
豪
邸
二
伝

本
と
な
る
。
家
屋
を
描
く
伝
本
の
中
に
、
絵
の
下
部
に
草
葺
き
の
茅
屋

を
描
く
も
の
が
四
伝
本
あ
り
、
そ
れ
を
加
え
る
と
、
本
来
の
翁
家
は
草

葺
き
の
茅
屋
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
絵
巻
と
奈

良
絵
本
に
分
け
て
分
類
す
る
と
、
絵
巻
は
茅
屋
五
伝
本
、
家
屋
七
伝
本

（
茅
屋
を
三
伝
本
が
描
く
）、
豪
邸
な
し
と
な
る
。
奈
良
絵
本
は
茅
屋
三

伝
本
、
家
屋
六
伝
本
（
茅
屋
を
一
伝
本
が
描
く
）、
豪
邸
二
伝
本
と
な
る
。

家
屋
を
中
心
に
描
き
、
茅
屋
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

上
で
、
各
伝
本
を
見
て
行
く
。

　

元
禄
五
年
版
本
の
翁
家
は
、
廂
と
屋
根
は
以
降
の
絵
と
同
一
な
の
だ

が
、
簀
子
の
板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
あ
る
点
と
踏
み
石
が
異
な
っ
て

い
る
。
構
図
上
描
け
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
格
子
も
御
簾
も
描
か
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
か
ぐ
や
姫
と
出
会
う
前
後
の
翁
家
が
左
下
に
草
葺

き
の
茅
屋
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
三
段
階
の
変

化
の
内
の
第
二
段
階
の
家
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

九
州
大
学
本
絵
巻
は
、
元
禄
版
本
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
な
の
で
、
詳
細

は
こ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
左
下
に
か
ぐ
や
姫
と
出
会
う
前
後
の
翁
の
草

葺
き
の
茅
屋
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
翁
邸
は
三
段
階
の
内
の
第

二
段
階
の
家
と
い
う
こ
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
九
曜
文
庫
本
絵
巻
で
は
、
草
葺
き
の
茅
屋
と
し
て
描
か
れ
て

お
り
、
簀
子
の
板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
あ
る
点
等
、
質
素
な
家
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
図
以
降
は
、
上
流
貴
族
の
邸
宅
に
異
な
ら
ぬ

豪
邸
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
二
段
階
の
変
化
の
内
の
第
一
段
階
の
家

と
な
る
。

　

国
学
院
大
学
武
田
本
絵
巻
で
は
、
屋
根
は
板
葺
き
で
草
葺
き
に
比
す

れ
ば
ま
し
だ
が
、
簀
子
の
板
の
方
角
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
あ
る
点
や

桧
垣
や
柴
垣
が
あ
る
点
も
、
第
二
図
以
降
の
豪
邸
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

二
段
階
の
内
の
第
一
段
階
の
家
と
な
る
。

　

国
会
図
書
館
本
絵
巻
で
は
、
草
葺
き
の
茅
屋
と
し
て
描
か
れ
、
簀
子

は
竹
を
素
材
と
し
、
踏
み
石
と
柴
垣
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
図
以

降
は
豪
邸
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
二
段
階
の
内
の
第
一
段
階
の
家
と

な
る
。

　

諏
訪
市
博
物
館
本
（
逸
翁
美
術
館
本
も
同
図
）
の
翁
邸
は
、
屋
根
の

描
き
方
が
第
十
二
・
十
四
図
の
翁
邸
や
他
家
の
桧
皮
葺
き
と
は
異
な
っ



一
二

て
お
り
、
簀
子
の
板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
あ
る
点
と
踏
み
石
が
元
禄

五
年
版
本
と
同
一
で
、
以
降
の
豪
邸
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

左
端
の
格
子
や
御
簾
が
あ
る
べ
き
所
に
板
戸
が
張
ら
れ
て
お
り
、
左
下

に
か
ぐ
や
姫
と
出
会
う
前
後
の
翁
の
草
葺
き
の
茅
屋
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
翁
邸
は
三
段
階
の
内
の
第
二
段
階
の
家
と
い
う

こ
と
な
ろ
う
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
Ｊ
一
一
二
五
本
絵
巻
で
は
、
屋
根
は
草
葺
き
で
簀
子
は
竹

製
、
格
子
も
御
簾
も
な
く
、
家
の
入
り
口
等
も
庶
民
の
家
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
二
図
以
降
は
豪
邸
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
二
段
階
の
内
の
第
一
段
階
の
家
と
な
る
。

　

東
京
大
学
本
絵
巻
で
は
、
草
葺
き
の
茅
屋
と
し
て
描
か
れ
、
簀
子
の

板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
あ
る
点
と
踏
み
石
が
あ
り
、
左
端
が
板
戸
に

な
っ
て
い
る
三
点
で
、
第
二
図
以
降
の
豪
邸
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

二
段
階
の
内
の
第
一
段
階
の
家
と
な
る
。

　

立
教
大
学
本
絵
巻
で
は
、
草
葺
き
の
茅
屋
と
し
て
描
か
れ
、
簀
子
の

板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
あ
る
点
や
一
部
が
竹
製
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

踏
み
石
や
柴
垣
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
図
以
降
は
豪
邸
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
の
で
、
二
段
階
の
内
の
第
一
段
階
の
家
と
な
る
。

　

以
上
の
絵
巻
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
翁
邸
が
三
段
階
の
変
化
で
描

か
れ
る
の
は
、
草
葺
き
の
茅
屋
を
図
の
下
部
に
取
り
込
ん
だ
場
合
に
限

ら
れ
て
い
る
。
賤
家
か
ら
草
庵
風
の
屋
敷
、
寝
殿
造
風
の
邸
宅
へ
と
描

き
分
け
る
Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
Ｊ
一
〇
〇
一
本
と
は
、
聊
か
事
情
を
異
に
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
翁
家
の
変
化
は
二
段
階
で
描
か
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

　

以
下
、
奈
良
絵
本
の
場
合
を
略
述
す
る
と
、
翁
家
の
変
化
は
、
絵
巻

と
同
様
に
二
段
階
で
描
か
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
図
の
右
下
に
草

葺
き
の
茅
屋
が
描
か
れ
る
中
京
大
学
本
は
、
三
段
階
の
変
化
の
内
の
第

二
段
階
の
家
と
な
り
、
最
初
か
ら
豪
邸
で
描
か
れ
る
神
宮
文
庫
本
と
龍

谷
大
学
甲
本
は
変
化
が
見
ら
れ
な
い
点
で
注
意
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
草
葺
き
の
茅
屋
と
し
て
描
か
れ
る
伝
本
は
、
一
間
で
描
か
れ

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
九
州
大
学
支
子
文
庫
本
は
踏
み
石
が
な

く
、
宮
本
本
は
簀
子
の
板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
踏
み
石
が
描
か
れ
、

龍
谷
大
学
乙
本
は
簀
子
も
踏
み
石
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
板
葺

き
の
家
屋
と
し
て
描
か
れ
る
伝
本
の
場
合
、
複
数
の
部
屋
が
描
か
れ
る

九
曜
文
庫
甲
本
は
、
簀
子
が
な
く
長
方
形
の
踏
み
石
が
描
か
れ
、
室
内

に
は
屏
風
が
置
か
れ
て
い
る
。
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
は
、
右
下
に
本

格
的
な
塀
が
描
か
れ
な
が
ら
簀
子
が
な
く
、
踏
み
石
は
俵
様
で
左
の
軒

に
竹
が
立
て
掛
け
て
あ
る
。
一
間
で
描
か
れ
る
臼
杵
市
図
書
館
本
は
、

簀
子
の
板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
踏
み
石
が
置
か
れ
、
中
京
大
学
本
も

同
様
に
、
簀
子
の
板
が
廂
に
対
し
て
平
行
で
踏
み
石
が
置
か
れ
て
い
る
。



一
三

元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』
第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
本
の
簀
子
は
板
を
廂
に
垂
直
に
並
べ
た
本
格
的

な
も
の
だ
が
、
室
内
の
調
度
類
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ど
の
伝
本
も
御
簾
と
格
子
が
描
か
れ
て
い
な
い
点
は
共
通
す
る
特
徴
と

し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

　

最
後
に
、【
異
時
同
図
法
】
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　

元
禄
五
年
版
本
の
左
下
に
、
立
木
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
草
葺
き

の
茅
屋
は
、
翁
が
か
ぐ
や
姫
を
竹
中
に
見
出
す
前
後
の
時
期
の
住
居
を

描
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
か
ぐ
や
姫
・
翁
・
嫗
が
廂
に
座
る
現
在

の
邸
宅
と
が
、
異
時
同
図
法
に
な
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
構
図
は
、
徳
田

進
氏
に
よ
っ
て
元
禄
五
年
版
本
と
の
先
後
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
九

州
大
学
本
絵
巻
の
他
、
同
一
の
下
絵
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ

る
諏
訪
市
博
物
館
本
絵
巻
と
逸
翁
美
術
館
本
絵
巻
に
も
見
ら
れ
る（
18
）。

奈

良
絵
本
で
は
、
中
京
大
学
本
だ
け
に
右
下
に
確
認
さ
れ
る
。
第
一
図
に

限
っ
て
構
図
の
類
似
性
を
い
え
ば
、
元
禄
五
年
版
本
が
踏
ま
え
た
の
は

絵
巻
の
絵
乃
至
下
絵
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、

最
終
的
な
結
論
は
十
二
図
全
体
を
見
渡
し
た
上
で
な
い
と
確
定
で
き
な

い
こ
と
は
、
贅
言
を
要
し
な
い
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｌ
蔵
Ｊ
一
一
二
五
本
絵
巻
は
、
右
側
に
か
ぐ
や
姫
を
掌
に
乗
せ

て
連
れ
帰
る
竹
取
の
翁
が
描
か
れ
、
左
側
に
は
廂
で
、
箱
に
入
れ
ら
れ

た
か
ぐ
や
姫
と
袿
袴
姿
の
嫗
が
顔
を
見
合
わ
せ
、
右
に
烏
帽
子
狩
衣
姿

の
翁
が
座
る
養
育
の
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
典
型
的
な
異
時
同
図
法

に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
本
は
、
上
部
に
竹
林
で
働
く
か
ぐ
や

姫
発
見
以
前
の
竹
取
の
翁
を
描
き
、
す
や
り
霞
で
場
面
の
転
換
を
図
っ

た
上
で
、
下
部
に
連
れ
帰
っ
た
姫
を
廂
の
籠
に
入
れ
、
見
守
る
折
烏
帽

子
狩
衣
姿
の
翁
と
袿
袴
姿
の
嫗
が
三
人
の
子
供
と
と
も
に
描
か
れ
て
い

て
、
異
時
同
図
法
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
気
付
い
た
特
徴
と
し
て
は
、
翁
夫
婦
が
揃
っ
て
頭
巾
を
被

っ
た
姿
で
描
か
れ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
と
龍
谷
大
学
乙
本
、

竹
取
の
翁
だ
け
が
頭
巾
を
被
る
国
学
院
大
学
武
田
本
と
九
州
大
学
支
子

文
庫
本
が
あ
る
。
絵
師
集
団
の
特
徴
・
傾
向
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

三

　

以
上
の
論
述
を
踏
ま
え
て
、
元
禄
五
年
絵
入
版
本
第
一
図
「
か
ぐ
や

姫
の
養
育
」
の
構
図
の
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。

　

描
か
れ
る
人
物
が
か
ぐ
や
姫
と
翁
夫
婦
の
三
人
で
あ
る
の
は
、絵
巻
・

奈
良
絵
本
を
問
わ
ず
、
子
供
を
加
え
て
描
く
場
合
も
含
め
て
、「
姫
の



一
四

養
育
」
の
代
表
的
な
構
図
で
あ
る
。
ま
た
、
か
ぐ
や
姫
が
廂
に
座
る
型

で
描
か
れ
る
の
は
、
奈
良
絵
本
で
は
一
般
的
な
型
で
あ
る
が
、
絵
巻
で

は
箱
に
入
る
型
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
翁
家
が
三
段
階
の
変
化
の

内
の
第
二
段
階
の
家
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
図
の
左
下
隅
に
、
か
ぐ
や

姫
を
竹
中
に
発
見
す
る
前
後
に
居
住
し
て
い
た
草
葺
き
の
茅
屋
を
描
く

異
時
同
図
法
を
取
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
取
っ
て
い
る

伝
本
は
、
奈
良
絵
本
で
は
中
京
大
学
本
だ
け
で
あ
り
、
先
後
関
係
は
不

明
だ
が
、
元
禄
五
年
版
本
の
第
一
図
と
同
一
の
図
を
有
す
る
九
州
大
学

本
絵
巻
や
、
諏
訪
市
博
物
館
本
・
逸
翁
美
術
館
本
絵
巻
（
両
伝
本
の
絵

は
同
一
）
の
よ
う
な
構
図
乃
至
下
書
き
を
踏
ま
え
て
描
か
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

註（
１
）　
「
座
談
会　

王
朝
物
語
の
絵
画
─
『
竹
取
』『
伊
勢
』
を
中
心
に
」（『
武

蔵
野
文
学
』W
ide vol.01　

二
〇
一
〇
年
九
月
）
に
お
け
る
針
本
正

行
氏
の
発
言
。
七
頁
。

（
２
）　

石
川
透
氏
編
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
宇
宙　

カ
ラ
ー
版
』（
非
売
品　

二
〇
一
〇
年
三
月
）
六
頁
。
以
下
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
制
作
時
期
区

分
は
、
本
書
に
拠
っ
た
。

（
３
）　

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇 

解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）

（
４
）　

片
桐
洋
一
氏
「
竹
取
翁
物
語
に
つ
い
て
」（
版
本
文
庫
８　

国
書
刊

行
会　

一
九
七
四
年
一
一
月
）

（
５
）　

磯
部
祥
子
氏
「
竹
取
物
語
総
説
」（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ　

絵
巻
絵
本
解
題
目
録
』
解
題
篇　

勉
誠
出
版　

二
〇

〇
二
年
三
月
）

（
６
）　

徳
田
進
氏
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
─
橘
守
部
作
同
絵
巻
へ

の
展
開
』（
桜
楓
社　

一
九
七
八
年
一
二
月
）

（
７
）　

九
州
大
学
蔵
絵
巻
と
元
禄
五
年
版
本
の
挿
絵
の
比
較
に
つ
い
て
は
、

別
稿
で
言
及
す
る
用
意
を
し
て
い
る
。

（
８
）　

渡
辺
雅
子
氏「
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本『
竹
取
物
語
絵
巻
』二
巻
」（
チ
ェ
ス
タ
ー
・

ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
所
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』　

勉
誠
出
版　

二
〇
〇
八
年
七
月
）

（
９
）　

宮
腰
直
人
氏
「『
竹
取
物
語
絵
巻
』
小
考
─
燕
の
子
安
貝
の
場
面
を

め
ぐ
っ
て
」（
針
本
正
行
氏
編
『
物
語
絵
の
世
界
』
非
売
品　

二
〇
一

〇
年
三
月
）

（
10
）　
（
１
）
に
同
じ
。

（
11
）　
『
本
物
の
絵
巻
を
現
代
語
で
読
む　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
三
年
一
月
）
三
頁

（
12
）　

片
桐
洋
一
氏
『
図
説
日
本
の
古
典
５　

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』（
集

英
社　

一
九
七
八
年
八
月
）
六
一
頁

（
13
）　

工
藤
早
弓
氏
『
奈
良
絵
本　

下
』（
紫
紅
社
文
庫　

二
〇
〇
六
年
一

〇
月
）
九
一
頁



一
五

元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』
第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む

（
14
）　
（
５
）
前
掲
書
の
「
４
竹
取
物
語　

Ｃ
Ｂ
Ｌ
Ｊ
一
〇
〇
一
」、
三
五
頁
。

（
15
）　

管
見
に
入
っ
た
二
十
四
伝
本
に
つ
い
て
、
依
拠
し
た
資
料
名
乃
至
媒

体
を
記
し
て
お
く
。

　
　

・�
逸
翁
美
術
館
本
絵
巻
（
江
戸
中
期
写
）
…
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　
　

・�

九
州
大
学
本
絵
巻（
江
戸
中
期
写
）…
…
九
州
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ（
ホ

ー
ム
・
ペ
ー
ジ
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　
　

・�

九
曜
文
庫
本
絵
巻
（
寛
文
延
宝
頃
写
）
…
…
『
九
曜
文
庫
蔵
奈
良
絵

本
・
絵
巻
集
成　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
七
年
七
月
）

　
　

・�

国
学
院
大
学
武
田
本
絵
巻
（
江
戸
前
期
写
）
…
…
国
学
院
大
学
図
書

館
Ｈ
Ｐ

　
　

・�

国
学
院
大
学
ハ
イ
ド
本
絵
巻（
江
戸
前
期
写
）…
…
針
本
正
行
氏『
物

語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
二
〇
〇
八

年
三
月
）
三
頁

　
　

・�

国
会
図
書
館
本
絵
巻
…
…
国
会
図
書
館
Ｈ
Ｐ

　
　

・�

諏
訪
市
博
物
館
本
絵
巻
（
元
禄
年
間
迄
写
）
…
…
諏
訪
市
博
物
館
Ｈ

Ｐ
、『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
諏
訪
市
博
物
館
編　

二
〇
〇
三
年
一
月
）

　
　

・�

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
蔵
Ｊ
一
一
二
五
本
絵

巻
（
元
和
寛
永
頃
写
）
…
…
『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二

〇
〇
八
年
七
月
）。
尚
、『
チ
ェ
ス
タ
ー　

ビ
ー
テ
ィ
ー　

ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
蔵　

日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘　

一
九
七
九
年
八

月
）
四
頁
の
写
真
３
は
、
別
の
絵
巻
か
奈
良
絵
本
の
写
真
の
混
入
で

あ
る
。

　
　

・�

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
蔵
Ｊ
一
一
八
八
本
絵

巻
（
寛
文
頃
写
）
…
…
『
チ
ェ
ス
タ
ー　

ビ
ー
テ
ィ
ー　

ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
蔵　

日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘　

一
九
七
九
年
八

月
）
五
頁
の
写
真
８
参
照
。

　
　

・�

東
京
大
学
本
絵
巻
…
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　
　

・�

立
教
大
学
本
絵
巻
（
江
戸
中
期
写
）
…
…
立
教
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ

　
　

・�

臼
杵
市
立
図
書
館
本
奈
良
絵
本
（
江
戸
初
期
写
）
…
…
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　
　

・�

九
州
大
学
支
子
文
庫
本
奈
良
絵
本
（
江
戸
中
期
写
）
…
…
九
州
大
学

図
書
館
Ｈ
Ｐ
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　
　

・�

神
宮
文
庫
本
奈
良
絵
本
…
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム

　
　

・�

九
曜
文
庫
本
奈
良
絵
本
甲
本
（
延
宝
頃
写
）
／
乙
本
（
元
禄
頃
写
）

…
…
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
１　

竹
取
物
語
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
七
年
一
一
月
）

　
　

・�

中
京
大
学
本
奈
良
絵
本
…
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム

　
　

・�

東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
奈
良
絵
本
…
…
東
北
大
学
狩
野
文
庫
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム

　
　

・�

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
本
奈
良
絵
本
…
…
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
図

書
館
Ｈ
Ｐ

　
　

・�
宮
本
長
興
氏
本
奈
良
絵
本
…
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
、
徳
田
進
氏
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
─
橘
守
部
作



一
六

同
絵
巻
へ
の
展
開
』（
桜
楓
社　

一
九
七
八
年
一
二
月
）
三
六
頁

　
　

・�

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
奈
良
絵
本
…
…
渡
辺
雅
子
氏
「『
竹
取

物
語
』
絵
本
─
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
を
中
心
に
し
て
」（
中

古
文
学　

第
八
六
号　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
七
頁

　
　

・�

龍
谷
大
学
本
奈
良
絵
本
甲
本
（
十
七
世
紀
後
半
写
）
／
乙
本
（
寛
文

延
宝
頃
写
）
…
…
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書　

奈
良
絵
本　

上
』（
思

文
閣
出
版　

二
〇
〇
二
年
三
月
）

　
　

・�

小
学
館
蔵
画
帖
…
…
徳
田
進
氏
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
─

橘
守
部
作
同
絵
巻
へ
の
展
開
』（
桜
楓
社　

一
九
七
八
年
一
二
月
）

八
八
頁

　
　
　

尚
、
天
理
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
は
、
保
護
の
た
め
閲
覧
停
止
で
あ
っ

た
こ
と
、
京
都
大
学
蔵
絵
巻
は
、
ペ
ン
書
き
の
外
題
が
誤
記
さ
れ
た
も

の
で
、
絵
は
『
竹
取
物
語
』
で
は
な
い
こ
と
、
大
阪
大
学
蔵
奈
良
絵
本

は
、
現
在
所
在
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

（
16
）　

中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
１　

竹
取
物
語
』（
早
稲
田
大
学

出
版
部　

一
九
八
七
年
一
一
月
）「
解
題
」
６
頁
。

（
17
）　
（
８
）
に
同
じ
。

（
18
）　

諏
訪
市
博
物
館
本
と
逸
翁
美
術
館
本
の
絵
は
、
全
十
五
図
中
一
図
を

除
い
て
一
致
（
三
図
に
小
異
あ
り
）
し
な
が
ら
、
配
列
で
三
か
所
相
違

し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
竹
取
物
語
』
絵
の
配
列
と
多

義
性 

─
逸
翁
美
術
館
本
と
諏
訪
市
博
物
館
本
の
比
較
を
通
し
て
」（
花

園
大
学
日
本
文
学
論
究　

第
四
号　

二
〇
一
一
年
一
二
月
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

付
記�　

本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
度
特
別
個
人
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
調
査
活
動
等
に
際
し
て
ご
芳

情
を
賜
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
そ
ね
・
せ
い
い
ち
／
本
学
日
本
文
学
科
教
授
） 

 


